
災
害
時
の
対
応
強
化
と
防
災
力
の
向
上
の
た
め

鉄
道
風
景
画
家
・
松
本
忠
氏

地
域
住
民
の
よ
り
良
い
暮
ら
し
の
た
め
に

令
和
４
年
度
個
人
県
民
税
の
納
付

「
災
害
時
等
に
お
け
る
相
互
協
力

に
関
す
る
基
本
協
定
」締
結

鉄
道
風
景
画「
再
会
の
時
へ
」寄
贈

「
只
見
・
金
山
・
昭
和
・
三
島
県

道
改
修
促
進
期
成
同
盟
会
」、

「
一
級
河
川
只
見
川
河
川
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
」

只
見
町
に
県
知
事
か
ら
感
謝
状

▲河川整備促進期成同盟会では、それぞれの河川の担当建設
事務所から説明が行われました。

▲感謝状を渡した深谷局長（右）と受け取った新國副町長

▲作品を手渡した松本氏（左）

▲協定書を交わした畠山支店長（右）と渡部町長

　
「
只
見
・
金
山
・
昭
和
・
三
島
県
道
改
修

促
進
期
成
同
盟
会
」
の
総
会
が
８
月
23
日

に
開
か
れ
、
令
和
４
年
度
の
事
業
報
告
や
、

吉
尾
峠
の
改
良
促
進
の
要
望
活
動
を
行
う

こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
令
和
５
年
度

事
業
計
画
な
ど
に
つ
い
て
担
当
部
署
か
ら

説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
一
級
河
川
只
見
川
河
川
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
」
の
総
会
が
８
月
30
日

に
開
か
れ
、
事
業
報
告
や
令
和
５
年
度
の

工
事
予
定
箇
所
な
ど
の
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

NEWS&FLASH
　

個
人
県
民
税
の
納
付
に
つ
い
て
、
優
良

な
成
績
を
収
め
た
自
治
体
に
対
す
る
知
事

感
謝
状
贈
呈
式
が
９
月
４
日
に
役
場
で
行

わ
れ
、
深
谷
一
夫
南
会
津
地
方
振
興
局
長

か
ら
新
國
副
町
長
に
感
謝
状
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。　

　

今
回
の
表
彰
は
、
令
和
４
年
度
分
が
対

象
で
、
収
納
率
は
99
・
７
％
で
し
た
。
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。

　

引
き
続
き
令
和
５
年
度
分
に
つ
き
ま
し

て
も
、
完
納
を
目
標
に
こ
れ
か
ら
も
計
画

的
な
納
付
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
福
島
支
店

（
以
下
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
福
島
支
店
）
と
町

は
、「
災
害
時
等
に
お
け
る
相
互
協
力
に

関
す
る
基
本
協
定
」
を
結
び
、
締
結
式
が

９
月
25
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

協
定
は
、
災
害
時
に
お
け
る
協
力
関
係

構
築
に
係
る
事
項
が
定
め
ら
れ
、
地
域
の

防
災
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
福
島
支
店
の
畠
山
支
店

長
は
「
防
災
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
復
旧
対
応

だ
け
で
な
く
、
広
域
的
に
新
た
な
取
組
み

の
キ
ッ
カ
ケ
に
も
し
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

鉄
道
風
景
画
家
・
松
本
忠
氏
が
鉄
道
風

景
画
「
再
会
の
時
へ
」（
原
画
）
を
只
見
町

に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

作
品
は
、
昨
年
11
年
ぶ
り
に
Ｊ
Ｒ
只
見

線
が
全
線
運
転
再
開
し
た
日
に
町
内
を
走

る
記
念
列
車
と
そ
れ
に
手
を
振
る
人
た
ち

が
描
か
れ
て
お
り
、
手
を
振
り
な
が
ら
列

車
を
迎
え
た
時
の
感
動
や
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
た
そ
う
で
す
。

　

贈
呈
式
は
９
月
11
日
に
行
わ
れ
、
松
本

氏
は
「
再
開
し
た
日
の
こ
と
は
一
生
忘
れ

な
い
だ
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
で
す
。
こ
の

絵
は
特
別
な
作
品
な
の
で
、
ぜ
ひ
只
見
町

に
飾
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

と
話
し
ま
し
た
。
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